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2025名城大学附属高等学校 360度評価ルーブリック

項目
レベルl

（あまリあてはまらない）

里的配慮がほとんど兒られず

こ不過切な行動や理解不足9

る．改菩が必曼な状態である． る．行；□言己習：豆謡；i蓉頁言号：言至歪し
研究の背景やその分野の知識を十分に持って 1研究分野の知ヨゃ背景理解がほと 必曼な知ヨが不足しておリ、研究背

んどなく、研究の目的や意義を説明 景の説明に硬昧さや誤リがある．学

てきない． び直しが必曼な範囲が見られる．

的な知望を理解しておリ、研究 必曼な知盟をよく理解しており、研究研究分野の背景・先行研究を深く理

景を概ね説明てきる．理解が不十背景を過切に説明てきる．情報収集解し、自分の研究の位置づけを説明

分な親分はあるが、学百意欲は見ら も自律的に行えている． てきる．他の研究との関連性にも言

れる． 及てきる．

研究計画を自らの力てデザインてきている 研究計画をほとんど立てられず、目 計画立案に謀題が多く、助言があっ 指導やサボートがあれば、研究計画 g分て研究計画を立てることがて 目的に合った研究計画をgら立案

的や手法が整理されていない．計画ても計画が不十分てあったリ、目的とを立案てきる．計画の一聾にあいま き、目的と手法の整合性が取れてい し、手法・手順・評価万法まて論理的
③| |として成立していない． 手法が過切に結びついていない． いさはあるが、実施可能な範囲て整 る．必要な助言を遍切に活用てきる．に構築てきる．必要に応じて計画を

理されている． 改善して再設計てきる．

⑥ 

験技術や計算力）を十分に習

られた結果を、事実として客観的に理解てき

に分析し、論理的に考察を行い、結

き出している
ある．

技術・計算力を理解し、 I多様な実験手法や計算万法を正確
正確かつ安全に実施てきる．誤差や 1'こ伎いこなし、誌果の信頼性を高め
再現性にも注意を払っている． るための工夫ができている．他者へ

の指導も行える．

いるが、 1結果を客観的に受け止め、データの データを
込む場面意味を的確に説明てきる．感情に左 1餞的に

右されず分析てきる姿勢がある． 判断てき

応てきる．

きている 分析・考察を的謹に行い、論理性の 1得られたデータを多面的に分析し、

弱い邸分が 1えば芯：出している．説明にも根揆に基づいた論理的な考察から

目襟やゴールを常に意識して計画を立て、それ 目的意ヨが乏しく、計画立案・実行 目標設定や計画が唸昧て、行動が 目的は理解しておリ、計画的に進め 目的意望を持って計画を立て看実 長期的なビジョンを持ち、段屑的な目

を達成しようとしている 1のいずれも不十分てある． 目的に沿っていない場合がある． ょうとする姿勢があるが、実行にばらに実行てきる．自己管理や時間配分様を設定して計画的に実行している．

⑦| つきがある． が過切てある． 達成への意欲が高く、追抄を自律的
に苦理できる．

自分の強みを集団の中て発揮し、人をまとめる集団の中て役割意コが薄く、協働に協働の中て消極的な姿勢が見られ、 自分の役割を理解して行動てきる 状況に応じて役割を果たし、周囲を チームの目標を共有しながら、他

⑧Iなどリーダー性を持っている 1参加する意欲が低い． ？烹．整やまとめ役が十分にてきて 1む忠長き込t,働きかけには諜 |g ．ながらチームをまとめること力叶巧品？るば謬宍

シップを発揮している．

( • 

環境の変化や困難に対して、工夫したリ柔軟に環境の変化に対応てきず、困難に直変化や失敗に対して受け身て、工夫状況の変化に対応しようとする姿勢 困類に直面しても讀めず、柔軟な発 予期せぬ問題に対しても冷静に分

過応したリしている 1面すると活動が停澤する． Iや改善への意盟が十分てない．

自らの学びや研究活動から、他人に良い影響

を与えている

ている．

自分の成果を共有する姿勢はある

が、他者への影響は隈定的てある．1解を助けている．協力的な姿勢が見 し、他者の成長や意欲を高める働き
られる． Iかけがてきている．チームや学校全

体に良い影響を及ぽしている．
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(6)探究活動による意識・能力の変容調査 設問内容 

 対象：全校生徒 

 実施：6月と 12月の 2回 

 方法：Google forms による Web 回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)開発教材を掲載した Web サイト 

https://sites.google.com/meijo-h.ed.jp/ssh-teaching-materials/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0 

探究活動による意識・能力の変容調査

カテゴリ 投r., カテゴリ 設問

| 
物事を理解するときには、比較したリ、関連付けたリ、法則を探したリ
しながら体系的に（全体を見て）考えることがてきる。

25 
自分が「当たり前」と思っているのとは、違う考え方や習慣について
も、前向きに受け止める。

U] 2 筋道を立てて考えを整理することがてきる。

； 
3 様々な視点・立場から多面的・多角的に考えることがてきる。

忌
26 
身近てないことやよその国のことてあっても、どこかて自分につなが

i 
っていると思う。

の
27 自分とは違う考えを認めることは大切だと思う。； 

4 
相手の話を間きながら、その内容について自分なリに考えたリ、疑問
点を整理することがてきる。 28 考えや文化が違う人たちとも関係を持つことは大切だと思う。

5 モラルを守って、コンピュータを適切に活用てきる。 2q 他人と考えが違ったリ、意見が対立したりしても、自分の意見を言う

5 ことは大切だと思う。

ほ 6 
インターネットを活用して、複数の情報源から必要な情報を収集する

2 
ことがてきる。

> 7 わかリやすくまとしすめるるここととがをて意き識るし。て、コンピュータを使って文章や表
やグラフを作成 。

8 
わかリタややすプく説レゼ明ンしたリ効果的に表現したリすることを意識して、コン
ピュー テーションソフトを活用することがてきる。

g 
30 
嫌なことや辛いことがあっても、その後、それなリに自分の気持ちを

失苔
調整てきる。

i 勢

31 成功するかわからないことても、取り組んてみようと思う。

32 
過程や結果から考えて、よかったところ、よくなかったところを次の機
会に生かせるように分析することは重要だと思う。

q 相手に自分の意見を理解してもらえるように、工夫して主張・説明す
ることがてきる。

33 想定外のことがおこった場合は、自分なりに対応してみようと思う。

ば

靡 10 相手の気持ちゃ意見を引き出しながら間くことがてきる。
； 

うまくいかないときは、それまて．のやリ方にこだわらず｀工夫してみよ
忍 34 うと思う。

と

i 11 仲のいい人とだけてはなく、様々な人と力を合わせることに価値を感じる。

意見が一致しない時には、どちらか一方の意見だけてはなく、それぞ

12 れの意見の良い点を生かす(win-win)ように意識することがてき
る。

｝ 35 見知らぬ人や違った環境のなかても、それなりに生きていけるように
g 思う。
36 
はじめての事や困難な状況にぷつかっても、しっかリ取＇）組めばそれ
なりに対処てきるように思う。

13 考えるだけて・はなく、行動に移すことがて・きる。 37 
集団の中ては、自分がどのような役割を担うかを考えて行動するよ
うにしている。

g 

； 14 初めて会う人とも自分からつながリを作ることがてきる。
§ 15 

計画を実現するために、いろいろな人に働きかけて仲間を増やすこと
がて・きる。

5 行きづまっても諦めず、前向きな提案や行動をするように心掛けてい

［ 
38 
る。

目的達成に向けた道筋を意識し、すぺきことに優先順位をつけて取； 3q リ組むよう心掛けている。
16 
最大限の成果を出したリ、目的を達成したリするために、何をすべき
かを具体的にして、行動することがてきる。

40 
目的を達成するためには、メンパー全員が意識を高くもったり、目的
を共有したリすることが重要だと思う。

17 
色々なことに疑問を持ち、様々な場面から課題を見つけることができ
る。

41 
習ったことや得た知識は、日常の状況に当てはめて考え、実際に活
用してみようと思う。

g 
課題があることに気づいたときは、その課題を見なかったことにせ

g 筍 18 ず、それなリに対処しようとする。
何かの課題に取り組むときは、「何が問題なのか」を考えて取リ組； 1q む。

42 探究活動は、進路や自分の将来を考えるうえて重要だと思う。

43 探究活動に関わる外部の発表会や大会、イベント等に参加したい。

20 
正解、不正解がはっきリしない課題に対しても、可能な限リの良い案
を出すために考える。

r) 

よリよい自分に成長したい。

］ 
44 

21 
自分自身について、そのルーツも含めて、それなりに前向きに受け入
れられる。

識る 45 将来、科学技術に関わる研究者や技術者になりたい．
こ

； ： 22 自分の国や世界のことについて正しく知リたいと思う。
23 
他の人と比べたり、他の人よりも劣っていると感じたりすることがあっ

了
ても自分の「良いところ」をそれなりに知っている。

46 
将来、世界や日本の様々な課題を解決するような仕事に関わりた
し‘。

47 将来、様々な機関や団体とのネットワークを広げて活動したい。

24 自分の将来に対して前向きな気持ちを持っている。 48 世界や社会に対して、何かの形で貢献していきたい。

回答 1（全くそう思わない）一6（よリ強くそう思う）



Meijo University Senior High School  
99 

 

資料６ 根拠となるデータ 

(1) 探究活動による意識・能力の変容調査の変化量（令和 5年度入学生 SS クラス） 

左：第 2学年 6月から第 3 学年 6 月 右：第 2学年 6月から第 3学年 12 月 

 

(2) 探究活動による意識・能力の変容調査の回答平均の推移（令和 5年度入学生 SSクラス） 

第 2学年 6 月から第 3学年 12 月まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) MMF 自己評価の各項目別平均 令和 7年度データ 

①～⑩の番号はアンケートの設問番号を示す。第 3 学年は第 2学年時の結果も示す。 

 

 

 

a SS ｸﾗｽ 2 年生（SS ラボⅡ）   b SS ｸﾗｽ 3 年生（SS ラボⅡ）      c 特進ｸﾗｽ 2 年生（理数探究）    d 特進ｸﾗｽ 3 年生（理数探究） 
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(4) 高校 IR による SSクラス第 2学年のコンピテンシーの変化 「Ai GROW（IGS 社）」より 

  （赤：令和 5 年 8月 青：令和 6 年 9 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 卒業生の理系進学先の内訳（卒業年度別・各年度のラベルは実数） 

 

 

(6) SSH 修了生受け入れ制度の卒業生が筆頭著者となり掲載された国際学会誌の論文 

（令和元年度卒業生 令和 8 年 1月） 
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@ I Environmental Microbiology I Full-Length Text 

Functional characterization of a novel p-coumarate 3-
hydroxylase from Trametes versicolor 

link Hamajima、'ReiniMori,'Ryoga Tsurigami,'Yuki Yoshida,'Hi『oyukiKato,'Mika Hayasaka,'Hiromitsu Suzuki,'Masashi Kato,' 
Motoyuki Shimizu' 
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〒453-0031

名古屋市中村区新富町 1-3-16

TEL 052-481-7436 （代）




